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第
十
四
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第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
の
浦
上
移
転
と
ア
ム
ア
ッ
ト
の
解
任
問
題
第
十
四
節
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
の
浦
上
移
転
と
ア
ム
ァ
ッ
ト
の
解
任
問
題
　
長
崎
県
西
彼
杵
郡
浦
上
山
里
村
に
建
築
中
の
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
は
明
治
二
十
四
年
九
月
十
一
日
に
至
っ
て
新
校
舎
の
一
部
が
完
成
し
た
の
で
、
医
学
部
医
学
科
及
び
薬
学
科
が
移
転
し
た
。
そ
し
て
従
来
の
小
島
の
医
学
校
を
以
て
分
教
場
と
定
め
、
四
年
生
の
教
授
場
と
な
し
た
。
こ
れ
は
主
と
し
て
臨
床
教
授
を
な
す
た
め
で
あ
っ
た
。
　
叉
、
新
築
を
急
い
で
い
た
寄
宿
舎
も
十
一
月
一
目
に
至
っ
て
完
成
し
た
の
で
、
寄
宿
舎
を
開
き
、
第
二
年
生
以
下
の
総
て
を
入
舎
せ
し
め
た
。
　
十
一
月
十
九
目
開
会
、
十
二
月
十
八
日
閉
会
の
通
常
長
崎
県
会
の
衛
生
及
病
院
費
の
第
一
次
会
で
は
、
長
崎
病
院
雇
外
国
医
は
満
期
の
日
に
解
傭
す
る
た
め
、
費
用
を
削
減
し
た
。
然
し
、
特
殊
議
案
と
し
て
、
同
医
師
雇
継
続
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
長
崎
病
院
雇
外
国
医
師
エ
ド
モ
ン
ド
・
ア
ム
ア
ッ
ト
の
雇
継
の
契
約
明
治
二
十
六
年
三
月
三
十
一
目
ま
で
と
訂
正
し
、
期
限
中
は
解
約
し
な
い
も
の
と
し
、
万
一
解
約
の
必
要
が
あ
る
時
は
月
俸
三
ケ
月
分
を
給
し
、
先
方
よ
り
解
約
を
申
込
ん
だ
時
は
日
割
に
し
て
解
約
の
日
ま
で
の
俸
給
を
給
す
る
た
め
、
提
出
さ
れ
た
が
、
前
記
の
よ
う
に
支
出
議
案
で
、
既
に
満
期
の
俸
給
を
削
除
し
た
関
係
上
、
廃
案
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
月
俸
支
給
法
の
諮
問
が
重
ね
ら
れ
、
明
治
二
十
五
年
八
月
九
日
で
満
期
解
傭
す
べ
き
で
あ
る
が
、
解
約
後
の
処
世
方
法
そ
の
他
の
要
務
も
あ
る
と
し
て
、
同
年
六
月
十
日
以
後
は
、
本
人
の
自
由
意
志
に
任
せ
、
勤
務
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
、
満
期
ま
で
月
俸
を
支
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
処
が
、
ア
ム
ア
ッ
ト
は
、
前
記
の
よ
う
に
、
解
約
期
限
以
前
、
即
ち
明
治
二
十
五
年
五
月
三
十
一
日
に
残
し
た
の
で
あ
る
が
、
雇
継
契
約
の
間
題
の
あ
っ
た
明
治
二
十
四
年
に
は
勤
務
し
て
い
る
長
崎
病
院
に
、
ク
ロ
ヴ
ァ
ー
氏
吸
入
器
一
個
を
寄
附
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ア
ム
ア
ッ
ト
が
長
崎
一588一
病
院
に
勤
務
し
て
間
も
な
い
明
治
二
十
三
年
六
月
二
十
五
日
、
長
崎
の
新
聞
「
長
崎
新
報
」
に
、
事
実
無
根
の
噂
を
書
き
立
て
ら
れ
た
の
を
不
満
と
し
、
同
紙
編
輯
人
馬
場
氏
を
処
分
す
べ
く
、
知
事
に
請
求
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
知
事
は
そ
れ
を
裁
判
所
の
関
係
事
項
と
し
て
、
訴
訟
以
外
に
方
法
の
な
い
こ
と
を
返
答
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
不
快
な
思
い
出
に
も
拘
わ
ら
ず
、
翌
年
に
は
長
崎
市
民
の
治
療
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
寄
附
を
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
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第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
